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○新上五島町インターンシップ補助金交付要綱 

平成29年６月12日告示第45号 

改正 

平成31年２月19日告示第５号 

平成31年３月20日告示第24号 

令和３年７月２日告示第44号 

新上五島町インターンシップ補助金交付要綱 

新上五島町インターンシップ補助金交付要綱（平成28年新上五島町告示49号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、大学、短期大学等の学生（以下「学生」という。）が、在学中に本町の事業

所で行う就業体験（以下「インターンシップ」という。）について、事業所及び学生に対し、予

算の範囲内において新上五島町インターンシップ補助金を交付するものとし、その交付について

は、新上五島町補助金等交付規則（平成16年新上五島町規則第39号。以下「規則」という。）及

びこの要綱の定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところに

よる。 

(１) 事業所 新上五島町内に設置されている事業所をいう。 

(２) 学生 学校教育法（昭和22年法律第26号）に規定する大学、大学院、短期大学、高等専門

学校及び専修学校に在籍する学生とする。 

（補助対象者等） 

第３条 補助金交付の対象となる補助対象者、補助対象経費及び補助金額は、別表第１のとおりと

する。 

（補助対象事業） 

第４条 この補助金の交付の対象となる期間及び事業（以下「補助対象事業」という。）は、別表

２に定めるとおりとする。 

（交付の要件） 

第５条 この補助金の交付要件は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(１) インターンシップ終了後３年間、これに関する事業の報告及び調査に協力すること。 

(２) 虚偽の申請があった場合は、交付決定を取り消し、又は補助金の全部若しくは一部の返還
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を求めることがあること。 

（交付申請及び実績報告） 

第６条 規則第４条の規定による申請書及び規則第13条の規定による実績報告書は、新上五島町イ

ンターンシップ補助金交付申請書兼実績報告書（様式第１号）（様式第１号の２）のとおりとし、

学生にあっては様式第１号、事業所にあっては様式第１号の２を、補助対象事業が完了した日か

ら起算して14日を経過した日又は当該補助対象事業が完了した日が属する年度の３月31日のいず

れか早い日までに町長に提出しなければならない。 

（交付決定及び額の確定） 

第７条 町長は、前条の規定による書類の提出があったときは、その内容を審査し、適当と認める

ときは、補助金の交付決定及び額の確定を行い、その旨を申請者に通知するものとする。 

（補助金の支払い） 

第８条 町長は、前条の規定による補助金の額の確定通知を受けた者に対し、様式第１号又は様式

第１号の２により、同条の規定による確定額に基づき、補助金を支払うものとする。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関して必要な事項は、別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、告示の日から施行し、平成29年４月１日から適用する。 

附 則（平成31年２月19日告示第５号） 

この告示は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年３月20日告示第24号） 

この要綱は、平成31年４月１日から施行する。ただし、附則中第２項を削る改正規定は、公布の

日から施行する。 

附 則（令和３年７月２日告示第44号） 

この要綱は、告示の日から施行する。 

別表第１（第３条関係） 

補助対象者 補助対象経費及び補助金額 

インターンシップで学

生を受入れた事業所 

補助交付対象学生１人につき10,000円とする。 
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町内でインターンシッ

プを実施した学生 

１ 交通費 居住地とインターンシップを行う事業所とを往復するた

めに必要な交通機関の使用に要した実費経費 

２ 宿泊費 インターンシップの実施期間（当該期間の初日の前日を含

む。）に、インターンシップを行う事業所等の近傍において

滞在するために要した実費経費（ただし、食費を除く。）（そ

の金額が１泊につき5,000円を超える場合は、5,000円） 

３ 補助金の上限額 学生１人につき50,000円 

別表第２（第４条関係） 

補助金の交付対象期間 インターンシップが開始される日（その前日を含む。ただし、当該開始

日が４月１日である場合を除く。）から当該開始日が属する年度の３月

31日まで 

補助金の交付対象事業 学生が参加するインターンシップで、次に掲げる要件の全てを満たすも

の 

(１) 新上五島町内の事業所等で実施するものであること。 

(２) 実施期間が実働５日以上であること。 

(３) インターンシップの実働時間は、１日７時間以内であること

（この場合において、休憩時間は実働時間に含むものとする。）。 

(４) 学生に任せる仕事が、島の暮らし、経済、文化の継承等にどの

ように貢献しているのかなど、島・地域への貢献について、魅力を

実感させるプログラムであること。 

(５) 就業体験のほか、滞在期間を通じて島の暮らしへの理解等を深

めていただくため、島民との交流ができる機会を提供させるプログ

ラムであること。 

(６) 事業所の広報活動（会社説明、職場見学等）のみのプログラム

でないこと。 

(７) 採用選考活動とは一切関係ないことを明確にし、就業体験の提

供を目的としたものであること。 

(８) 労働関係法令を遵守して行われるものであること。 
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様式第１号（第６条関係） 
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様式第１号の２（第６条関係） 
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